
 

 

平成 29年度 

東京薬科大学 新入教員のためのミニ教育ワークショップ 

報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29年 4月 

 

ＦＤ実施委員会 

  



 

 

  目次 
 

 

 

プログラム・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ｐ．２ 

 

参加者名簿・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ｐ．３ 

 

当日の様子・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ｐ．４～８ 

 

プロダクト・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ｐ．９～１３ 

 

第１日目・第２日目の評価結果・・・・・・・・・・ｐ．１４～１５ 

 

教育評価アンケート・総合アンケート 結果・・・・ｐ．１６ 

 

学生 FD委員会しゃべり場報告書 ・・・・・・・・・ｐ．１７～２１ 

 

おわりに・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ｐ．２２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1



プログラム 

日　　　　時：平成２９年４月８日（土）、４月１５日（土）

場　　　　所：東京薬科大学　教育５号館３階　（Ｐ会場　５３０２講義室、Ｓ会場　５３０３講義室・５３０５講義室）

ディレクター：笹津 備規 学長、太田 伸 副学長

主　　　　催：全学FD実施委員会（委員代表　薬学部　高木教夫教授、生命科学部　高橋勇二教授）

参   加 　者：１５名（薬学部１０名・生命科学部５名）

タスクフォース：４名（薬学部　大野尚仁教授、稲葉二朗教授、田中祥子助教　・　生命科学部　高橋勇二教授）

実  施  規  模：１Ｐ２Ｓ　Ｐ：Plenary Session(全体集会)、Ｓ:(SGD；Small Group Discussion)

①２０１７年４月８日（土）

時間 内容 場所

9:00 スタッフ集合（薬学部タスク：大野、稲葉、田中、生命科学部：高橋） Ｐ会場

9:45
参加者集合
開会式、総合プレアンケート、副学長挨拶、ＷＳ趣旨説明（３ポリ、ＰＤＣＡ）
司会、趣旨説明など：大野

Ｐ会場

10:30 ＳＧＤ１説明（ＫＪ法・お絵かき）　テーマ：大学教育／高等教育の問題点　ＫＪ法説明：大野 Ｐ会場

10:45 ＳＧＤ１開始 Ｓ会場

12:00 発表会（各5分＋総合討論15分）　　　　司会：大野 Ｐ会場

12:30 昼食　　グループごとにテーブルを囲んで
参加者：アトリウム
タスク：ＤＲ棟３階

13:30
自己紹介、各自3分、パワーポイント
(★事前準備★　パワポ表紙入れて6枚以内、前日までに提出。当日は１台のパソコンで連続して映写しな
がら各自が説明。内容自由）

Ｐ会場

14:15
ＳＧＤ２説明（ディプロマポリシー、カリキュラムポリシーの運用に関する補足説明、本学のDPを一つを
選び、それに関わる科目を一つ（複数）設定し、カリキュラムを作成）説明：稲葉

Ｐ会場

14:45 ＳＧＤ２開始 Ｓ会場

15:30 （コーヒーブレイク　約15分）

16:30 発表会（各7分＋総合討論15分）　　司会：稲葉 Ｐ会場

17:00
ＡＰプログラムについて（15分）　説明：高橋
課題の説明（10分）と配布　説明：大野

Ｐ会場

17:30 第一日目のアンケート、事務連絡 Ｐ会場

18:00 解散

②２０１７年４月１５日（土）

時間 内容 場所

9:00 スタッフ集合 Ｐ会場

9:30 参加者集合、二日目資料配付、課題の結果発表、第一日目のアンケート結果発表　司会：大野 Ｐ会場

10:00
ＳＧＤ３説明   方略の作成について（20分）説明：稲葉
　　　　　　　 反転授業、PBLなどについて（15分）説明：高橋

Ｐ会場

10:30 ＳＧＤ３開始　方略の作成 Ｓ会場

12:00 発表会（各7分、総合討論15分）司会：稲葉 Ｐ会場

12:30 昼食　　グループごとにテーブルを囲んで
参加者：アトリウム
タスク：ＤＲ棟３階

13:30 学生ＦＤ委員会の発表と共同の活動　生命科学部学生FD委員会参加　　説明：高橋 Ｐ会場

14:30 ＳＧＤ４説明  評価について　教育プレアンケート　　説明：田中 Ｐ会場

15:00 ＳＧＤ４開始　ルーブリック　など Ｓ会場

16:00 （コーヒーブレイク　約15分）

17:00 発表会（各7分、総合討論15分）補足：評価の現実の姿の紹介　司会：田中 Ｐ会場

17:30
大学教育／高等教育の問題点　の対応策　意見交換
第二日目のアンケート、総合・教育ポストアンケート、閉会式、総評（学長・副学長）
司会：大野

Ｐ会場

18:30 解散
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氏名 学部 所属・役職 備考

1 原田　浩徳
は ら だ ひ ろ の り

生命科学部 腫瘍医科学研究室・教授
8日　3限授業
15日　欠席

2 三輪　裕幸
み わ ひ ろ ゆ き

薬学部 病態生理学教室・助教

3 櫻井　浩子
さ く ら い ひ ろ こ

薬学部 生命・医療倫理学研究室・准教授

4 鍵山　侑希
か ぎ や ま ゆ う き

生命科学部 腫瘍医科学研究室・助教

5 国分　秀也
こ く ぶ ん ひ で や

薬学部 薬学実務実習教育センター・准教授

6 恒岡　弥生
つ ね お か や よ い

薬学部 公衆衛生学教室・助教

7 増田　由佳
ま す だ ゆ か

薬学部 第3英語研究室・准教授

氏名 学部 所属・役職 備考

1 大嶋　利之
お お し ま と し ゆ き

薬学部 衛生化学教室・嘱託助教

2 谷口　敦彦
た に ぐ ち あ つ ひ こ

薬学部 薬品化学教室・講師

3 山内　淳司
や ま う ち じ ゅ ん じ

生命科学部 分子神経科学研究室・教授 15日　欠席

4 森岡　和大
も り お か か ず ひ ろ

薬学部 生体分析化学教室・助教

5 秋山　滋男
あ き や ま し げ お

薬学部 薬学実務実習教育センター・講師

6 坂上　弘明
さ か う え ひ ろ あ き

薬学部 生化学教室・助教

7 林　嘉宏
は や し よ し ひ ろ

生命科学部 腫瘍医科学研究室・講師 8日　欠席

8 四元　聡志
よ つ も と さ と し

生命科学部 免疫制御学研究室・助教

Ｂグループ

Ａグループ
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4月 8日（土）第 1日目 

 太田副学長よりご挨拶いただき、タスクフォースの大野先生より本ワークショップの趣旨、本学

三つのポリシー、高大接続改革の必要性などについてオリエンテーションが行われた。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ＳＧＤ1 KJ法 ・ 発表会 

 Ｓ会場に分かれ、お絵かきの自己紹介でアイスブレイクをしたのちに KJ法を用いて「大学教育・

高等教育の問題点」について話し合いを行った。その後 P会場でそれぞれのグループでまとめたも

のを発表した。 
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自己紹介 
 事前に作成したパワーポイントを用いて、1 人 3 分間の自己紹介を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＳＧＤ2 目標の作成・発表会 

 タスクフォースの稲葉先生より目標設定について説明があり、薬学部・生命科学部どちらのディプロ

マポリシー（DP）にも共通している、「課題解決力」「協働力」をテーマとし、カリキュラムプランニン

グを行った。SGD2 では GIO、SBOs を作成し発表した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 発表会後に、タスクフォースの高橋先生より、本学が選定された「大学教育再生加速プログラム（AP）」

の取り組みについての説明と事業への協力依頼があった。第 1 日目（8 日）のプログラムは終了し、最

後に来週までの課題が出された。 

  

 課題・・・『大学教育学 京都大学高等教育研究開発推進センター編 

       学生主体形成論－学生の世界から大学教育を考える』 

                           を読んでＡ４用紙１枚に感想をまとめる。 
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4月 15日（土）第 2日目 

 第 1日目に出した課題の感想についてフィードバックと、第 1日目のアンケート結果の発表があ

った。（アンケート結果は p.14～15に記載） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SGD3 方略の作成・発表会 

 稲葉先生より学習方略について説明と、高橋先生より PBLや反転授業の紹介があった。SGD2 で

は第１日目に作成した GIO、SBOs を再検討したのちに、方略の表を作成し、発表した。 
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学生 FD委員会との共同活動 

 生命科学部の学生 FD委員と合同で、「理想の学生」というテーマでＳＧＤを行った。全体の進行、

グループのファシリテーター、タイムキーパーはすべて学生 FD 委員が務めた。グループで話し合

った内容は、別途学生 FD委員が報告書とした。（p.17～21） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7



SGD4 評価・ルーブリックの作成・発表会 

 タスクフォースの田中先生より評価について説明があった。目標・方略の再検討を行ったのち、

評価計画とルーブリック評価表を作成し発表を行った。（最終的なプロダクトは p.9～13） 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

「大学教育・高等教育の問題点」の対応策 意見交換 
 第１日目に作成した「大学教育・高等教育の問題点」の対応策について意見交換を行った。問題

点に対して、継続的に、委員会で検討・提案し、学部・大学レベルで具現化していくことが大切で

あるとし、セッションを締めくくった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

閉会式・総評 

 学長・副学長より総評をいただき、最後に集合写真を撮影し、ワークショップの全プログラムは

終了した。 
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【学内資料】A、B グループ プロダクト（p.9～13） 
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よく理解できたこと 

【１日目】 

・教育に対する本学の取り組み 

・ＧＩＯ、ＳＢＯｓの関係 

・カリキュラムについて、教育についての基本 

・ＡＰ事業について 

【２日目】 

・学生の評価形成の仕方 

・ルーブリック評価表とその意義 

・ＧＩＯ、ＳＢＯｓと評価の関連性 

・ＳＧＤのふるまい方 

・方略・評価の方法 

・良いカリキュラムを作るためには、良く練られたＳＢＯｓが必要であること 

・学習方略・評価計画・ルーブリックについての考え方や計画の立て方 

・反転授業という方法があること 

・適切な評価方法の選択 

・評価法と Taxonomyの関係 

 
あまり理解できなかったこと 

【１日目】 

・大学教育を良くする為の根本的な解決策 

・ＡＰ事業の具体的な内容について 

・文部科学省の意図する評価方法 

・知識を多く必要とする内容についての“学生主体”形式の是非 

・教育と研究のバランス 

・ディプロマポリシーについて 

【２日目】 

・複雑な評価基準設定の必要性 

・学習目標・ＳＢＯｓの分類 

・ルーブリック評価表 

・ＬＳでグループに分けていく必要性 

・知識の分け方 

・全体的に難しいキーワードが多い 

・一部項目の適切な評価方法 

 

その他の意見・感想 

【１日目】 

・三役が、必ずしも明確に分かれていなかった、三役の説明がほしかった 

・他分野の先生方との交流が有益であった 

・飲み物のバラエティーが増えると良い 

【２日目】 

・授業評価に関するＷＳを企画して欲しい 

・他の新任の先生方や主催者側の教職員の方々と知り合いになれたことがありがたかった 

・違うグループの人とも交流する機会が欲しい 

・教育・カリキュラムの立案、評価についてなど一連の流れを系統立てて学べる良い機会 

 となった 

 
 

15



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

16



【学内資料】しゃべり場報告書（p.17～21） 



 

おわりに 

 このワークショップは、本学に着任されて間もない先生方に、本学の教員としての志を共有していた

だきたいとの思いから始められたものであり、教育の基本であるカリキュラム立案についてグループワ

ーク等を通じて学んでいただいています。年度初めに開催することから、前年度途中に入職された先生

方にもご参加いただいております。一昨年と同様に土曜日に 2 週続きで開催しました。既に、授業開始

日を過ぎており、一部の先生方には、授業と掛け持ちしながらワークショップにご参加いただくことに

なりました。ご多忙にもかかわらず 15 名の先生方に参加していただき、充実した時間を共有すること

ができました。プログラムはカリキュラム立案を中心に据え、その他、毎年様々な取り組みを行ってき

ました。今年度は、学生 FD 委員会メンバーが参加し、教員学生の合同 SGD を行うことができました。

また、全学的な活動として行っている AP プログラムを紹介し、積極的参加を呼びかけました。学長、

副学長、両学部長、FD 委員なども加わり、学内の様々な教室・研究室の教員が集い、両学部の交流な

らびに学内全体を知る上でも有意義な時間とすることができました。 

 グループ討議のテーマは、３ポリシーの法制化に伴い大学に求められる活動を意識し、ディプロマポ

リシー(DP)を見据えた人材養成のためのカリキュラムプランニングとしました。DP に到達するために

はカリキュラムマップ・ツリーを意識したカリキュラム立案が必要とされます。今年度は、両学部の DP

で共通して取り上げられている、「課題解決力」「協働力」を醸成するためのプログラム立案として、特

に１年次生対象の科目内容の立案を行いました。いずれも、本学で実際に懸案となっている内容であり、

討議は活発に行われ、素晴らしいカリキュラムが立案されました。前者については、「ディベート能力を

身に着けること」を目標として掲げ SGD やプレゼンテーションを行う授業設計ができました。後者に

ついては、英語での科学プレゼンテーションができるようになることを目標として掲げ、演習や SGD

の充実した授業設計ができました。DP への到達のためには、学年進行とともに複数科目を履修するこ

とが求められますが、まずは、1 年次科目がきちんと立案できたので、実際のカリキュラム立案に役に

立つものと思われます。 

 大学教育の問題点と対応策の検討では、学生の質、教務、高大接続、社会のニーズとの差、などがキ

ーワードとなりました。学生 FD 委員会との SGD でも学生の質がテーマとして取り上げられ、活発に

意見交換されました。時間の関係で対応策を練るところまではできませんでしたが、共通の課題を意識

しながら、今後の教員活動を進めていただけるものと期待しております。 

土曜日を 2 週にわたって行ったので、その間の時期に、大学教育に関する小論を読んでいただき、感

想をお寄せいただきました。いずれも力作であり、積極的にＷＳに参加いただいたことが良く表れてお

りました。 

 本ワークショップでは、個別の報告書の提出を求めておりません。ワークショップは非常にタイトな

スケジュールで進行するので、実施中にはじっくり考えをまとめることができず、報告書を作成する意

義は、終了後に個別に振り返りの時間を設けることにあります。その点を省略したのは、大変残念なこ

とですが、学生指導等で大変多忙な状況であるので、参加者の皆様には当日の成果とアンケート結果を

まとめた本報告書の内容をじっくりお読みいただきたいと思います。 

 本学薬学部は長期実務実習のためのワークショップ、指導薬剤師のためのアドバンストワークショッ

プ、全学合同のＦＤワークショップ、学生のミニワークショップなど様々なワークショップを実施して

おります。これらを独自に企画、立案、実施するためのスタッフ、ファシリテーターも実践を通じて育

っております。今回のＷＳもこれらの先生方の協力があって実施できました。この組織を活用し、今後

も様々な形のワークショップが広がっていくことを期待しております。新入教員の先生方にも、タスク

フォースに加わっていただくことを期待いたしております。 

文責 タスクフォース 大野尚仁 
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